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「表記法」第４章第２節２・第５章第５節３の一部修正

2024年６月８日（土）の日点委第60回総会において、「表記法」の一部修正－「点字試

験問題等で、行間が狭い場合に、指示符類で囲んだ箇所に、次の行の①④の点を用いたアン

ダーラインを加える書き方」の削除が決定しましたのでお知らせいたします。

司法試験等で使用されていた、上記の書き方ですが、他のわかりやすい書き方の登場等に

より、現在は使用されなくなったため、今回削除することになり、『日本点字表記法 2018年

版』のうち２箇所を修正しました。

修正前と修正後の文章を掲載します。

１．「第４章 文の構成と表記符号の用法」の「第２節 語句や文の引用・強調・説明な

どと囲みの符号の用法」の「２．強調のカギ類・指示符類、指定の指示符類」の【注意】

［修正前］

【注意】検索を容易にするため、試験問題や学習参考書などでは、目立ってしかも安定し

た形の第３指示符から使用することが多い。さらに、問題文中の指定箇所のページや行を、

＝、ｐ＃２□、ｌ＃５＝（ｐ2 ｌ5）のように設問中に表示することも行われている。ま

た、行間が狭い場合は、指示符類で囲んだ箇所に、次の行の①④の点（ウ）を用いたアンダ

ーラインを加えることもある。

［修正後］

【注意】検索を容易にするため、試験問題や学習参考書などでは、目立ってしかも安定し

た形の第３指示符から使用することが多い。さらに、問題文中の指定箇所のページや行を、

＝、ｐ＃２□、ｌ＃５＝ (ｐ2 ｌ5）のように設問中に表示することも行われている。

２．「第５章 書き方の形式と点訳のための配慮」の「第５節 点訳のための配慮」の

「３ 点訳にあたっての留意点」の「３．第４章「文の構成と表記符号の用法」の規則にお

ける対応」の「(３)アンダーライン・傍線・傍点など」

［修正前］

（３）アンダーライン・傍線・傍点など

墨字原文には、下線・傍線、下点・傍点、角カッコなどを付したり、ゴシック体などを用

いて、その部分を強調している場合が多い。点字では、字の大きさや字体を変えることはで

きないので、点訳の目的と必要に応じて、これらの強調表現を省略したり、カギ類や指示符

類を用いて表したりするなどの配慮が必要である。

なお、試験問題などで、強調ではなく、指示を表すためにこれらの表現がなされている場
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合には、第３指示符を用いるほか、行間が狭い場合に、次の行に①④の点を用いてアンダー

ラインを表すことができる。指示の場合には、強調とは異なって、省略することはできない。

［修正後］

（３）アンダーライン・傍線・傍点など

墨字原文には、下線・傍線、下点・傍点、角カッコなどを付したり、ゴシック体などを用

いて、その部分を強調している場合が多い。点字では、字の大きさや字体を変えることはで

きないので、点訳の目的と必要に応じて、これらの強調表現を省略したり、カギ類や指示符

類を用いて表したりするなどの配慮が必要である。

なお、試験問題などで、強調ではなく、指示を表すためにこれらの表現がなされている場

合には、第３指示符を用いる。指示の場合には、強調とは異なって、省略することはできない。


